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群
馬
県
北
毛
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
開
催
及
び 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益

金
を
児
童
養
護
施
設
等

へ
の
寄
付
に
つ
い
て

発
足
以
来
恒
例
と
な
っ
た

「
第
二
十
一
回
群
馬
県
北
毛

支
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
を
去
る
七
月

十
八
日
（
月
）
海
の
日
、
榛

名
山
麓
の｢

伊
香
保
国
際
カ

ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ｣

で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
会

員
相
互
の
融
和
・
親
睦
を
図

る
こ
と
と
、
県
民
へ
の
善
行

会
活
動
の
周
知
、
並
び
に
日

頃
、
善
行
会
活
動
を
理
解
さ

れ
、
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
会
員
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
く

参
加
者
を
募
り
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

昨
年
は
二
百
八
十
一
名
の

参
加
で
し
た
が
、
今
年
は
、

更
に
増
加
し
、
三
百
十
二
名

と
い
う
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
よ

り
、
前
々
回
か
ら
ハ
ー
フ
コ

ン
ペ
を
取
り
入
れ
、
表
彰
式

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

競
技
を
終
了
し
た
参
加
者

一
人
ひ
と
り
に
支
部
長
か

ら
賞
品
と
お
礼
状
を
手
渡

し
、
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
の

一
部
を
児
童
養
護
施
設｢
子

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

持
山
学
園｣

、
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん

ま
、
地
方
紙｢

上
毛
新
聞｣

の｢

愛
の
募
金｣

へ
寄
付
を

行
い
、
財
団
法
人
上
毛
新
聞

厚
生
福
祉
事
業
団
よ
り
感

謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
善

行
会
本
部
作
成
の｢

広
報
チ

ラ
シ｣

を
参
加
者
全
員
に
配

布
す
る
な
ど
善
行
会
並
び

に
善
行
活
動
を
県
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
た
実
り
あ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

支部長から被害者支援センター
「すてっぷぐんま」へ寄贈状況

支部長から優勝賞品（ホテル松本楼
ペア宿泊券）の受賞状況

　　
福
岡
県
福
岡
支
部

令
和
四
年
度
春
季
善
行

表
彰
伝
達
式
の
開
催

令
和
四
年
度
春
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
六
月
二
五
日

（
土
）
午
前
十
一
時
か
ら
、
大

宰
府
市
役
所
で
開
催
し
た
。

支
部
長
代
理
で
原
田
久
美
子

市
議
会
議
員
が
お
祝
い
の
挨

拶
、
原
口
信
行
市
長
代
理
・

副
市
長
、
渡
辺
美
穂
県
会
議

員
の
祝
辞
の
後
、
勝
野
堅
介

日
本
善
行
会
会
長
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
。
原
口
副
市
長

か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
表

彰
状
・
善
行
章
が
手
渡
さ
れ

た
。
受
賞
者
・
出
席
者
に
は
、

記
念
品
と
し
て
、
紅
白
饅
頭
・

大
宰
府
天
満
宮
の
お
神
酒
を

贈
呈
し
た
。
な
お
、
会
場
準

備
に
は
、
市
の
職
員
数
名
の

方
か
ら
お
手
伝
い
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
開
催
に
当

た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

勝
野
会
長
・
事
務
局
の
皆
様

　　
大
分
県
大
分
支
部

令
和
四
年
度
春
季

善
行
表
彰
伝
達
並
び

定
期
総
会
を
開
催

今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
心

配
さ
れ
る
中
、
こ
こ
二
週
間

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
六
月

二
十
五
日
や
っ
と
式
典
を
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
開
催
で
役
員

皆
さ
ん
の
役
割
分
担
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

手
際
よ
く
こ
な
さ
れ
厳
粛
な

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

定
刻
十
四
時
に
は
全
員
が

着
席
し
ま
し
た
。
最
初
に
記

念
写
真
を
来
賓
の
皆
様
を
中

心
に
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は

賞
状
を
胸
に
し
て
の
撮
影
で

す
。
次
に
出
席
さ
れ
た
全
会

員
と
の
集
合
写
真
を
撮
り
席

へ
戻
り
ま
し
た
。
式
典
の
始

ま
る
前
の
写
真
撮
影
で
、
受

賞
者
の
児
童
生
徒
も
落
ち
着

い
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

開
会
の
挨
拶
は
佐
藤
満
洋

副
支
部
長
、
司
会
進
行
は
立

川
寿
副
支
部
長
、
式
次
第
に

沿
っ
て
進
め
ま
す
。
先
ず
、

受
賞
者
へ
の
賞
状
の
伝
達
で

す
。
今
年
の
春
季
受
賞
者
は
、

団
体
一
、一
般
個
人
三
名
、
児

童
生
徒
九
名
、
皆
さ
ん
緊
張

し
た
面
持
ち
で
待
っ
て
い
ま

す
。
紹
介
者
は
田
中
真
紀
子

理
事
、
氏
名
、
学
校
名
、
学

年
、
受
賞
理
由
等
紹
介
し
ま

す
。
そ
し
て
大
き
な
拍
手
が

続
き
ま
す
。
一
通
り
伝
達
が

終
わ
り
ま
す
と
、
松
井
猛
支

部
長
の
祝
辞
で
す
。

公
務
多
忙
な
中
、
今
年
も

大
分
市
長
佐
藤
樹
一
郎
様
の

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
公
務
の
都
合
で
出

席
が
出
来
な
か
っ
た
市
議
会

議
長
と
教
育
長
の
代
理
と
し

て
、
市
議
会
副
議
長
と
教
育

委
員
会
よ
り
教
育
監
の
方
が

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
温
か
い
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

次
に
本
部
か
ら
の
祝
電
を
、

常
任
理
事
の
工
藤
桂
子
さ
ん

に
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
、

大
分
市
立
敷
戸
小
学
校
児
童

会
代
表
秋
月
小
町
さ
ん
か
ら

お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、
副
支

部
長
片
山
繫
則
さ
ん
に
閉
会

の
言
葉
で
閉
め
て
頂
き
ま
し

た
。大

分
支
部
で
は
各
種
行
事

に
黄
色
い
「
法
被
」
を
着
用

し
ま
す
。
会
場
が
和
む
の
が

分
か
り
ま
す
。

伝
達
式
終
了
後
、
会
場
整

理
の
た
め
十
五
分
間
の
休
憩

を
取
り
、
定
期
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
全
て
の
審
議
も
終

わ
り
、
令
和
四
年
度
の
船
出

が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
支
部
創
立
十
五
周
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
行
事
と
し

て
芸
能
奉
仕
団
を
中
心
に
記

念
公
演
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
九
州
支
部
会

去
る
七
月

十
一
日
、
日

本
善
行
会
の

永
田
昌
範
氏
（
七
十
七
歳
）

大
阪
府
吹
田
支
部
長
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

永
田
氏
は
、
平
成
十
年

に
善
行
章
を
受
賞
し
、
平

成
二
十
八
年
に
善
行
金
章

を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成

二
十
一
年
に
大
阪
府
吹
田

支
部
が
創
設
さ
れ
、
平
成

二
十
三
年
に
二
代
目
支
部

長
と
し
て
、
会
員
増
強

と
支
部
運
営
に
尽
力
し
ま 

し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

高
崎
市
は
北
関
東
に
位
置

す
る
交
通
の
要
衝
で
、
上

越
、
北
陸
新
幹
線
や
多
く
の

在
来
線
の
他
、
関
越
、
北
関

東
自
動
車
道
等
が
太
平
洋
側

と
日
本
海
側
と
を
結
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
高
崎
市
は
縁

起
達
磨
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
、
全
国
の
達
磨
の
約
八
割

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
利
根
川
の
支
流
で

あ
る
烏
川
が
流
れ
、
市
の
中

心
か
ら
西
の
方
角
を
望
む

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

群
馬
県
高
崎
支
部

白び
ゃ
く
え衣

観
音
慈
悲
の
御み

て手

と
、
烏
川
を
挟
ん
だ
丘
の
上

に
、
四
十
一
、八
メ
ー
ト
ル
の

大
観
音
が
夕
日
を
背
に
市
内

を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
観
音
は
百
衣
観
音
と
呼

ば
れ
、県
の
郷
土
カ
ル
タ
（
上

毛
カ
ル
タ
）
に
、「
百
衣
観

音
慈
悲
の
御
手
」
と
読
ま
れ

て
い
て
、
高
崎
の
実
業
家
で

あ
っ
た
井
上
保
三
郎
氏
が
、

昭
和
九
年
の
陸
軍
大
演
習
の

際
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
で
き

た
の
を
機
に
、
観
光
高
崎
建

設
と
陸
軍
十
五
連
隊
の
戦
死

者
の
慰
霊
、
社
会
平
和
を
祈

念
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
百
衣
観
音
の

模
型
は
工
芸
家
森
村
酉
三
氏

の
作
で
、
完
成
模
型
を
井
上

工
業
東
京
支
社
へ
自
転
車
で

運
ん
だ
の
が
、
井
上
工
業
へ

入
社
間
も
な
い
元
総
理
大
臣
、

田
中
角
栄
氏
と
の
こ
と
で
す
。

百
衣
観
音
の
一
大
行
事
と

し
て
は
、
八
月
第
三
土
曜
日

に
行
わ
れ
る
「
万
灯
会
（
ま

ん
ど
う
え
）」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
五
百
メ
ー
ト
ル
の
参
道

と
五
百
数
十
段
の
清
水
寺
の

石
段
の
両
側
に
並
べ
ら
れ
た

カ
ッ
プ
ろ
う
そ
く
の
灯
は
幻

想
的
で
と
て
も
素
晴
ら
し
い

で
す
。
さ
ら
に
百
衣
観
音
の

膝
元
の
高
野
山
真
言
宗
別
格

本
山
慈
眼
院
の
境
内
に
は
大

き
な
灯
篭
が
所
狭
し
と
並
ん

で
い
て
、
素
晴
ら
し
い
光
景

で
す
。

こ
の
日
に
は
、
石
段
下
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
提
灯
行
列

が
行
わ
れ
た
り
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
が
あ
っ
た
り
、
露
店

で
蛍
光
リ
ン
グ
を
購
入
す
る

と
、
大
観
音
の
体
内
巡
り
が

で
き
た
り
し
ま
す
。
ま
た
こ

の
日
は
高
崎
駅
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
も
出
て
い
ま
す
。

是
非
一
度
、
高
崎
百
衣
観

音
の
万
灯
会
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

大
分
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

九
州
は
一
つ
の
思
い
と
「
善

は
社
会
を
照
ら
す
あ
か
り
」

を
共
有
で
き
る
大
切
な
大
会

と
位
置
付
け
て
お
り
、
大
分

支
部
全
会
員
は
成
功
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。


